
「
災
害
の
教
訓
と
、
地
域

と
と
も
に
歩
む
備
え
」

3
月
23
日
に
岡
山
市

南
区
で
発
生
し
た
山

火
事
は
、
ひ
だ
ま
り

の
里
病
院
か
ら
も
炎
が
見
え
る

ほ
ど
で
、
自
然
災
害
の
脅
威
を

改
め
て
痛
感
す
る
出
来
事
で
し

た
。
幸
い
に
も
病
院
へ
の
直
接

の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
停
電
や
延
焼
へ
の
不
安
、

一
部
道
路
の
通
行
止
め
に
よ
る

職
員
の
通
勤
や
物
資
納
品
の
影

響
な
ど
、
日
常
の
脆
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
▼
ま
た
、
避
難
指

示
区
域
に
住
む
職
員
の
安
否
確

認
、
橋
が
封
鎖
さ
れ
た
場
合
の

対
応
な
ど
、
備
え
の
必
要
性
が

よ
り
現
実
的
な
課
題
と
し
て
浮

き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
心
理

的
に
も
「
眠
り
が
浅
く
な
っ
た
」

と
い
う
声
が
多
く
、
災
害
は
心

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
▼
そ
ん

な
中
、
民
医
連
内
の
関
係
者
の

方
々
か
ら
も
温
か
い
お
見
舞
い

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
支
え
合

い
の
大
切
さ
を
改
め
て
思
い
知

り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
情
報
共
有
を
助
け

て
く
れ
た
こ
と
も
、
心
強
い
支

え
で
し
た
。
な
か
で
も
「
カ
モ

メ
朝
市
」
で
の
交
流
が
、
信
頼

と
連
携
の
土
台
と
な
っ
て
い
た

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
▼

こ
の
朝
市
は
、
当
院
が
地
域
に

貸
し
出
し
た
空
き
家
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
阿
津
ひ
だ
ま

り
の
里
」
が
き
っ
か
け
で
生
ま

れ
た
イ
ベ
ン
ト
。
地
域
の
皆
さ

ん
の
つ
な
が
り
が
、
こ
う
し
て

力
を
持
つ
こ
と
を
誇
り
に
思
い

ま
す
。
▼
4
月
13
日
に
は
、
山

火
事
の
被
害
に
負
け
ず
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
カ
モ
メ
朝
市
を
開

催
さ
れ
ま
す
。
当
院
も
そ
の
志

に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
と
共
に
、
備
え

と
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
て
ま

い
り
ま
す
。　
　
　
　
　

 

（
Ｋ
）

点 滴

2025年７月19日（土） 
場所：コムコム会館

主催：岡山医療生活協同組合

平和のつどい夏

　

4
月
7
日
（
月
）、
岡
山
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
県
連
新
入

職
員
研
修
を
行
い
、
97
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
法
人
や
職
種
の
異

な
る
メ
ン
バ
ー
で
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
は
じ
め
に
ア
イ
ス
ブ

レ
イ
ク
で
自
己
紹
介
を
し
た
後
、

県
連
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
委
員
の
進

行
で
「
謎
解
き
ゲ
ー
ム
」
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
現
場
で
の
チ
ー

ム
医
療
を
意
識
し
て
、
グ
ル
ー

プ
で
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
答
え
を

見
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
本
明
広
県
連
会

長
よ
り
「
私
と
民
医
連
」
と
題

し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
時
代
か
ら
就
職
後
も
法
人

内
、
全
国
の
民
医
連
の
仲
間
と

つ
な
が
っ
て
活
動
し
て
こ
ら
れ

た
様
子
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

青
木
弘
人
県
連
教
育
委
員
長
か

ら
は
、
岡
山
県
民
医
連
や
県
連

内
各
法
人
の
成
り
立
ち
に
つ
い

て
講
演
。
ど
の
法
人
も
地
域
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
つ
く
ら

れ
た
こ
と
、
朝
日
訴
訟
や
水
島

公
害
、
森
永
ヒ
素
ミ
ル
ク
事
件
、

過
労
自
殺
な
ど
と
き
ど
き
の
社

会
問
題
に
住
民
の
立
場
に
立
っ

て
と
り
く
ん
で
き
た
こ
と
が
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
演
や
感
想
交

流
を
受
け
て
「
半
年
後
に
な
り

た
い
自
分
」
を
考
え
、
グ
ル
ー

プ
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
　

池
橋　

陽
子

（
県
連
教
育
委
員
）

青木教育委員長の講演は
民医連の歴史

休憩時間は全員でストレッチ

JB企画「謎解き」は難しいJB委員も要員として参加

2連覇した林①チーム新入職員の自己紹介 家族奉仕も忘れずに

かき氷は林病院提供

　5月3日（土）、岡山県環境保健センター内尾広場にて、岡山県
民医連 2025 年新歓ソフトボール大会を開催しました。岡山、
倉敷、林法人とソワニエ看護専門学校からも参加があり、８チー
ム140名の参加でした。新入職員も22名参加いただき、お昼休
憩には、各チームで様々な工夫が行われ、お弁当だけでなく、
かき氷やアイス等も振る舞われ、楽しい時間を過ごすことがで
きました。大会は、２つのブロックに分かれて総当たり戦を行い、
勝ち上がった岡山医療生協の「チーム友達」と林病院①チーム
で決勝戦を行いました。岡山が初回に大量得点で優位に立ちま
したが、林がじわじわ追いつき、最後にはサヨナラ勝ちで2連
覇を収めました。今後もこのように多くの職員が共催行事に
参加してくれることを望みます。
　風早　和広（県連事務局次長）

冷んやりお
いし～

楽しかったね♪

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
に

ア
ク
セ
ス
し
て
動
画
を

楽
し
も
う
！

はじめまして民医連〜県連新入職員研修〜
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　先輩方からメッセージを
いただき、元気をもらいま

した。民医連のつながりを大事にしながら、もっと成長していき
たいと思います。� H・S（林道倫精神科神経科病院）

　岡山協立病院さんと水島協同病院さんがJCEP「エクセレント
賞」を受賞されたことを知りました。同じ民医連の仲間として心
強く思います。� Y・M（林道倫精神科神経科病院）

　各法人に多くの新入職員が入職して、一緒に地域の健康づくり
がすすめられるよう、新しい職員の発想や意見を大切に新しい
取り組みもしていきたいと思いました。� H・O（岡山協立病院）

新
入
職
員
か
ら

新
入
職
員
か
ら
のの
メ
ッ
セ
ー
ジ

メ
ッ
セ
ー
ジ

　この 4 月より岡山中央福祉会に入職しま
した。人と人とのつながりが重要な職種で
あるとこれまで以上に実感している毎日で
す。その中でもその人らしく過ごすことが
できるように利用者さまの思いに耳を傾け
ることを大切にしています。今後も先輩職
員の方々から指導や助言をいただきながら日々成長できるよう精
一杯頑張ります。

松
まつ

田
だ

　早
さ

紀
き

（さくら苑リハビリセンター・介護士）

座右の銘 「千里の道も一歩から」
　この度、水島協同病院に薬剤師として勤
務することになりました。近年、医療を取
り巻く環境は高齢化やライフスタイルの多
様化、技術の進歩等を背景として変化し
ています。その中で私は時代の流れに沿っ
たニーズを考え続けられる薬剤師でありた
いと思っています。今後、謙虚な姿勢を大切に尽力してまいりま
す。よろしくお願いします。

矢
や

吹
ぶき

　優
ゆう

（水島協同病院・薬剤師）

座右の銘 「いつでも真っ直ぐ！」

　私は患者さんに包括的な医療を提供す
るために、一人ひとりの思いや背景を大切
にし、その人らしい生活を支えることので
きる精神保健福祉士を目指しています。ま
た、民医連の理念に共感し、民医連の皆
様や地域の方々と協力しながら誰もが安
心して暮らせる社会の実現に向けて尽力していきます。これから
どうぞよろしくお願いいたします。

藤
ふじ

原
わら

　綾
あや

花
か

（林道倫精神科神経科病院・精神保健福祉士）

座右の銘 「不撓不屈」

　まずは、歯科衛生士として基本的な業
務を行いスキルを身につけたいです。日々
学び続け、確かな知識と技術を持って患
者さんに寄り添い信頼される歯科衛生士
になりたいです。疑問点は積極的に質問
し、１日でも早く戦力になれるよう精一杯
頑張ります。初心を忘れず、様々なことに挑戦していきます。よろ
しくお願いします。

拜
はい

郷
ごう

　彩
あや

佳
か

（コープ倉田歯科・歯科衛生士）

座右の銘 「有言実行」

　水島協同病院に入職いたしました。座
右の銘の通り、患者さんに安心して診療
をお受けいただくために二年間の初期臨
床研修を着実に積み重ねていきたいと考
えております。若輩者ではございますが、
ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い
いたします。

藤
ふじ

原
わら

　明
あき

子
こ

（水島協同病院・研修医）

座右の銘 「石橋を叩いて渡る」

　療養生活は患者さんにとって制限や苦
痛を伴います。その中で少しでも笑顔に
なれるように今の自分には何が出来るの
かを考え患者さんの想いや生活に寄り
添った看護をしたいです。知識や観察力
を身につけ、持ち前の明るさと元気で患
者さんやご家族と関わり、その人らしい生活を送れるケアを提
供できるように努力していきたいと思います。

岡
おか

﨑
ざき

　彩
あや

（岡山協立病院・看護師）

座右の銘 「元気があれば何でもできる」

4月号読者カードより

　

３
月
10
日（
月
）〜
３
月
13

日（
木
）の
３
泊
４
日
で
、
岡

山
県
民
医
連
奨
学
生
の
平

和
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
訪
れ
た
の
は
沖
縄
県

で
、
こ
の
日
の
現
地
学
習
に

向
け
て
沖
縄
県
の
文
化
や
音

楽
、
基
地
の
危
険
性
、
戦
争

の
歴
史
な
ど
を
約
1
年
か
け

て
み
ん
な
で
事
前
学
習
し
ま

し
た
。

　

糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
や
嘉

手
納
基
地
を
訪
れ
た
学
生
た

ち
は
、
当
時
の
沖
縄
戦
の
悲

惨
さ
を
知
り
ま
し
た
。
今
も

な
お
沖
縄
に
住
む
人
が
犠
牲

に
な
り
つ
づ
け
て
い
る
現
実
を

目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で

平
和
の
尊
さ
を
強
く
感
じ
ら

れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

当
日
は
、
現
在
岩
手
医
科

大
学
に
通
う
沖
縄
県
連
奨

学
生
に
も
参
加
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
道
中
、「
県
外
に

出
て
初
め
て
戦
闘
機
の
騒
音

が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
実
感

し
た
。
今
で
も
帰
省
す
る
と

そ
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
す

る
け
ど
、
家
族
は
平
気
そ
う

に
し
て
い
る
。
自
分
も
沖
縄

で
暮
ら
し
て
い
る
時
は
平
気

だ
っ
た
」
と
語
って
く
れ
ま
し

た
。
戦
後
80
年
を
迎
え
る

今
年
、
こ
の
学
習
が
こ
れ
ま

で
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
の
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
最
初
の一

歩
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

　
　

吉
田　

幸
奈

（
県
連
事
務
局
）

沖縄県連の奨学生(右下)と一緒に

平和祈念公園

奨
学
生
平
和
学
習 

in
沖
縄

　

４
月
よ
り
、
岡
山
医
療
生
活
協

同
組
合
か
ら
岡
山
県
民
医
連
に
出

向
に
な
り
ま
し
た
。

　

医
学
生
担
当
者
と
し
て
、
将
来
民
医
連

職
員
と
し
て
働
く
未
来
あ
る
医
学
生
が
民

医
連
の
事
を
知
り
、
学
び
あ
え
る
環
境
を

築
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
初

め
て
担
当
す
る
業
務
で
不
安
な
事
や
分
か

ら
な
い
事
も
多
い
の
で
す
が
、
学
生
と
共

に
学
び
前
職
で
の
外
来
業
務
経
験
を
活
か

せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

県連出向職員の紹介県連出向職員の紹介

須々木　寿子
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